
い
つ
で
も

ど
こ
で
も

ど
こ
へ
で
も

議
会
の
中
で
も
外
で
も
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

　寄
せ
ら
れ
た
ご
要
望
・
ご
相
談
事
の
解
決
・
改
善
を
め
ざ
し
、市
民
の
皆
さ
ん
と
ご
一

緒
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。最
初
の
ペ
ー
ジ
に
そ
の
一
端
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　そ
の
次
の
ペ
ー
ジ
以
下
で
は
、そ
れ
ら
の
ご
要
望
の
実
現
を
め
ざ
し
、議
会
で
取
り
上

げ
て
い
る
様
子
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

京都市会議員南区井上けんじ
井上けんじ 検索shikai@inoue-kenji.jphttp://inoue-kenji.jp/

京都市会議員団
市議会報告

京都市中京区河原町御池　京都市役所内
TEL. 222-3728 FAX. 211-2130

2014年3月●ご意見・ご要望は下記までご連絡ください。
E-mail. info@cpgkyoto.jp
京都市会議員団 検索日本共産党京都市会議員団　

井 上 け ん じ井 上 け ん じ
市議 4 期。南大内学区八条内田町出身。京都府立大学文学部社会福祉
学科卒業。市社会福祉協議会職員、福祉保育労働組合専従役員、市会
公営企業等予決算委員長・厚生委員長など歴任。九条健康友の会・南
民主商工会顧問。2014年3月まで経済総務委員長。京都府後期高齢者
医療広域連合議会議員、党南地区委員。
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更
。
今
後
の
生
活
に
つ
い
て
福
祉
事
務
所
と
相
談

等
々
、
激
励
し
な
が
ら
ご
一
緒
に
動
き
ま
し
た
。

生
活
福
祉
資
金
の
返
済
猶
予
が
実
現

一
人
親
家
庭
の
A
さ
ん
。
子
ど
も
さ
ん
の
養

育
費
や
国
民
健
康
保
険
料
、
別
居
の
ご
両
親
の

医
療
費
・
介
護
費
用
な
ど
の
負
担
が
大
変
。
変

則
勤
務
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
仕
事
も
子
育
て
も

頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

相
談
の
上
、
返
済
中
の
生
活
福
祉
資
金
の
返

済
猶
予
が
実
現
。
ま
た
、
両
親
の
医
療
費
も
、

地
域
の
ケ
ア
マ
ネ
さ
ん
と
連
携
し
、
減
額
が
実

現
し
ま
し
た
。

や
っ
と
落
ち
着
き
ま
し
た　

Ａ
さ
ん
「
市
営
住
宅
の
弟
Ｂ
が
病
死
。
事
実

婚
の
妻
Ｙ
さ
ん
が
、
市
か
ら
退
去
を
迫
ら
れ
て

い
る
」。
Ｙ
さ
ん
「
20
年
前
に
青
森
か
ら
上
京
。

Ｂ
さ
ん
と
知
り
合
い
、
同
居
。
転
居
届
も
出
さ

な
い
ま
ま
。
仕
事
を
し
な
が
ら
病
気
の
Ｂ
さ
ん

を
看
病
。
同
居
届
け
の
こ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
」。

こ
の
場
合
、
名
義
人
の
死
亡
に
よ
り
無
届
け
同

居
人
は
退
去
と
な
り
ま
す
。

制
度
を
説
明
し
、
納
得
し
て
も
ら
う
。
し
か

し
薄
給
で
貯
金
も
な
く
転
宅
融
資
を
申
込
み
。
ア

パ
ー
ト
を
探
す
。
身
分
証
明
が
必
要
で
、
青
森
市

役
所
へ
連
絡
。
何
と
「
既
に
抹
消
」。
何
回
も
電

話
や
手
紙
で
や
り
と
り
し
、
無
事
、
身
分
を
回
復
。

融
資
も
実
現
し
、
転
居
届
け
も
す
ま
せ
る
。
転
居

先
ア
パ
ー
ト
で
生
活
保
護
を
申
請
し
、
賃
金
不
足

分
を
受
給
。
や
っ
と
市
営
住
宅
を
市
に
返
還
。

そ
の
他

○
水
道
管
の
水
漏
れ

○
遺
産
分
割

○
身
体
障
害
者
手
帳
の
申
請
に
同
行

○
融
資
の
相
談

○
年
金
の
相
談

○
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に
伴
う

　

近
隣
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
相
談

○
サ
ラ
金

○
不
法
駐
車
対
策

○
医
療
費
や
保
険
料
の
支
払
い
・
減
免

○
市
営
住
宅
応
募
申
し
込
み

○
高
齢
者
の
入
院
・
施
設
入
所

○
烏
や
鳥
の
フ
ン
な
ど
の
対
処

○
就
職
相
談

○
ペ
ッ
ト
愛
護

○
生
活
保
護
等
々
、
様
々
な
ご
相
談
や

　

ご
意
見
を
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。

国
保
料
の
減
額
と

保
険
証
交
付
を
実
現

国
保
料
が
払
え
な
く
て
差
押
え
を
予
告
さ
れ

て
い
た
方
か
ら
の
ご
相
談
。
収
入
を
お
聞
き
し

減
額
で
き
る
は
ず
と
試
算
。
一
緒
に
区
役
所
へ
。

減
額
と
分
割
納
付
が
実
現
し
、
差
押
え
を
回
避
。

保
険
証
は
期
限
が
切
れ
て
無
保
険
で
し
た
が
、

今
回
、
新
し
い
保
険
証
の
交
付
も
実
現
。

借
店
舗
で
食
料
品
店
を
経
営
、
商
店
街
全
体

も
寂
し
く
な
り
、
売
上
げ
も
減
少
。「
差
押
え
予

告
で
ビ
ッ
ク
リ
し
た
が
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に

商
売
も
頑
張
る
」。

悲
し
み
を
の
り
こ
え
て

夜
９
時
頃
電
話
を
頂
く
。「
入
院
中
の
夫
が
亡

く
な
り
、
病
院
か
ら
今
日
中
に
遺
体
を
引
き
上
げ

る
よ
う
言
わ
れ
て
い
る
」。
直
ち
に
知
り
合
い
の

葬
儀
屋
に
連
絡
、病
院
へ
迎
え
に
行
っ
て
も
ら
い
、

お
葬
式
の
手
配
。
お
骨
は
市
の
深
草
墓
地
へ
。

区
役
所
に
葬
祭
費
を
請
求
。
年
金
事
務
所
へ
の

死
亡
届
け
と
遺
族
年
金
の
請
求
。
借
金
が
残
っ
た

の
で
家
庭
裁
判
所
へ
相
続
放
棄
の
手
続
き
に
。
戸

籍
謄
本
を
請
求
。
大
家
さ
ん
に
借
家
人
名
義
の
変

コラム 文　化コラム 災　害

I n o u e  K e n j i

いつで
も
どこで

も
どこへ

でも

皆さんから寄せられた
相談事例より

折々、南区文化芸能フェスティバルが開
かれています。庶民の文化を鑑賞・勉強・
激励。歌ありピアノあり、大正琴、フラダ
ンス、日本舞踊等々、多彩な企画。市はもっ
と応援をと、求めています。南大内チーム
の一員として南区壮年ソフトボール大会に
も出場させていただきました（殿田公園に
て）。稲荷祭りや六孫王神社の祭りで御輿を
担いでいます（ほとんど横を歩いていた？）。

議会の外でも　市民の皆さんとともに

地震・津波・原発の三重の被災・被害の東北地方へも
支援に。京都でも台風18号で南区内の河川の水位が、
堤防ギリギリまで迫り、桂川や西高瀬川の堤防の一部か
ら漏水。早朝から桂川・鴨川・西高瀬川周辺など区内を
巡回、避難された方や消防団の皆さん、地域の役員さん
などを激励、また、関係官庁を訪問。現地・現場を回り
ながら、同時に市の体制確立、予算確保などを議会でも
市長に迫る。
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的
責
任
を
守
れ
と
追
及
。「
市
町
村
の
保
育
実
施

義
務
は
変
わ
ら
な
い
」
と
の
答
弁
を
引
き
出
し

て
い
ま
す
。

飛
び
出
す
な

子
ど
も
は
急
に
止
ま
れ
な
い

通
学
路
の
安
全
対
策
の
い
っ
そ
う
の
促
進
、

交
差
点
の
改
良
・
改
善
を
要
求
。「
飛
び
出
す
な
。

子・

ど・

も・

は・

急
に
止
ま
れ
な
い
」。
安
全
対
策
の
根

本
は
、
ク
ル
マ
優
先
か
ら
人
間
優
先
の
社
会
へ

の
転
換
だ
と
訴
え
て
い
ま
す
。

こ
の
子
ら
を
世
の
光
に

す
べ
て
の
子
ど
も
に
、ゆ
き
届
い
た
教
育
を

特
別
支
援
学
校
で
の
雨
漏
り
改
善
を
要
求
。

生
徒
数
が
増
え
て
い
る
学
校
も
あ
り
、
新
設
校

増
設
を
求
め
る
。
ど
ん
な
重
度
の
障
害
児
も
発

達
し
成
長
す
る
。
こ
の
考
え
は
、
ど
の
子
も
伸

び
る
等
、
教
育
全
般
に
も
影
響
を
与
え
て
き
た

と
、
障
害
児
教
育
の
一
層
の
充
実
を
要
求
。

洛
陽
工
高
と
伏
見
工
高
は
統
合
す
る
な

「
洛
陽
・
伏
見
両
工
業
高
校
の
統
廃
合
」
と
の
教

育
委
員
会
の
方
針
。

「
ど
ち
ら
か
一
校
に

ま
と
め
る
の
か
。
他

校
は
廃
校
か
、
そ
れ

と
も
併
用
か
。
名
前

は
ど
う
す
る
の
か
。

統
廃
合
す
べ
き
で
な
い
」
等
と
追
及
。

体
罰
は
絶
対
ダ
メ

「『
体
罰
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
』
と
、
教

育
長
か
ら
通
達
。
当
た
り
前
だ
が
、
法
律
云
々
よ

り
、
生
徒
の
人
権
と
尊
厳
を
蹂
躙
す
る
か
ら
こ
そ

ダ
メ
な
の
で
は
な
い
か
」
と
追
及
。「
ダ
メ
と
い

う
結
論
は
同
じ
」と
あ
ま
り
教
育
的
で
な
い
答
弁
。

「
公
的
庶
民
金
融
」の
実
現
、

夏
季
歳
末
生
活
資
金
貸
付
の
改
善
を

夏
季
歳
末
生
活
資
金
貸
付
に
つ
い
て
、
貸
付
申

込
み
期
間
の
延
長
、上
限
額
の
柔
軟
な
対
応
等
々
、

改
善
を
求
め
ま
し
た
。
貧
困
化
が
進
ん
で
お
り
、

失
業
や
不
安
定
雇
用
、
営
業
不
振
、
廃
業
・
倒
産

等
々
、
生
活
の
困
難
が
日
常
化
と
指
摘
。
公
的
な

小
口
庶
民
金
融
の
実
現
を
求
め
て
い
ま
す
。

国
保
会
計
は
５
年
連
続
で
黒
字

保
険
料
の
引
き
下
げ
を

く
ら
し
と
経
済
の
底
上
げ
を　

	

市
長
の
「
成
長
戦
略
・
都
市
間
競
争
に
打
ち

勝
つ
」
等
の
政
策
を
批
判
。
中
小
企
業
振
興
条

例
の
制
定
や
正
規
雇
用
の
拡
大
な
ど
、
京
都
経

済
と
市
民
生
活
の
底
上
げ
が
必
要
と
、
政
策
の

根
本
的
転
換
を
迫
っ
て
い
ま
す
。

建
設
業
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
分

野
な
ど
、産
業
政
策
と
し
て
位
置
付
け
、

育
成
・
支
援
を

ご
み
袋
代
の
値
下
げ
を

保
育
の
公
的
責
任
を
守
れ

保
育
へ
の
公
的
責
任
を
後
退
さ
せ
よ
う
と
す

る
動
き
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
国
民
の

世
論
と
運
動
で
、
公
的
な
責
任
も
守
ら
れ
て
い

ま
す
。
園
と
保
護
者
の
直
接
契
約
で
な
く
、
公

I n o u e  K e n j i

いつで
も
どこで

も
どこへ

でも

相談内容を、すぐに議会で
取り上げ、実現・改善をめざす

委員会にて

近畿財務局や政府にも
市民の要求実現を迫る

融資の申し込みや返済など、市民の立場
で金融機関を指導せよと、大阪の近畿財務
局にも申し入れ。
政府とも交渉。社会保障を改悪するな、

保険料を値下げせ
よ、消費税増税は中
止を、原発は稼働す
るな、等々と要求。

京都府後期高齢者医療広域連合
議会でも、皆さんの声を取り上げ　

・社会保障改悪、消費税増税、TPP参加など安
倍内閣の国民いじめに反対の声をあげよ。

・医療費の窓口一部負担金の軽減、減免制
度の拡充を。保険料は値上げするな。

（
井
上
）
中
小
企
業
振
興
条
例
の
制
定
を
。

（
答
弁
）
制
定
し
な
く
て
も
応
援
し
て
い
る
。

（
井
上
）
条
例
上
の
根
拠
を
も
っ
た
体
系
化
が
必
要
。

経
済
の
主
役
と
の
位
置
付
け
を
打
ち
出
す
こ
と
が

必
要
。
市
の
方
針
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
偏
重
、
既
存
中

小
企
業
の
支
援
を
。

（
答
弁
）
確
か
に
底
上
げ
や
下
支
え
は
必
要
。

（
井
上
）
業
界
や
関
係
者
と
相
談
し
て
制
定
を
。

（
答
弁
）
都
市
間
競
争
に
勝
つ
。

（
井
上
）
誰
と
誰
が
何
の
競
争
を
す
る
の
か
。

（
答
弁
）
企
業
の
競
争
力
を
応
援
す
る
。

（
井
上
）
国
保
は
黒
字
が
続
い
て
い
る
。
国
保
料
を

値
下
げ
す
べ
き
。

（
答
弁
）
過
去
の
赤
字
が
残
っ
て
い
る
。

（
井
上
）
赤
字
は
市
民
の
責
任
で
は
な
い
。
社
会
保

障
と
し
て
の
保
険
、
市
民
の
命
と
健
康
を
守
る

こ
と
が
先
決
だ
。
国
保
へ
の
財
政
的
責
任
を
果

た
す
よ
う
国
に
求
め
よ
。

（
井
上
）
そ
の
方
針
は
、
結
局
強
い
者
応
援
だ
。

（
答
弁
）
大
手
が
栄
え
れ
ば
中
小
企
業
も
栄
え
る
。

（
井
上
）
中
小
企
業
を
直
接
、
応
援
す
べ
き
。

（
井
上
）
建
設
業
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
等

の
応
援
策
が
必
要
。

（
答
弁
）
独
自
の
対
応
策
は
必
要
。

（
井
上
）下
請
け
単
価
、代
金
遅
延
・
未
払
い
、納
期
、

部
品
の
調
達
や
販
路
拡
大
等
々
を
支
援
し
つ
つ
、

中
小
企
業
が
経
済
の
主
役
と
の
位
置
付
け
を
明

確
に
。

（
答
弁
）
中
小
企
業
は
重
要
と
の
認
識
は
そ
の
通
り
。

（
井
上
）
ゴ
ミ
袋
代
を
１
０
０
円
と
す
る
と
製
造
原

価
は
30
円
。
70
円
分
は
市
の
一
般
行
政
に
充
て
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
本
来
、
市
の
一
般
会
計
で
賄

う
べ
き
も
の
。
７
割
は
値
下
げ
で
き
る
勘
定
だ
。

倉林参院議員らと対政府交渉 広域連合議会にて
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そ
の
出
発
点
と
し
て
、
職
員
に
よ
る
全
事
業
所

実
態
調
査
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

理
事
者
は
、「
中
小
企
業
は
京
都
経
済
活
性

化
の
核
心
」
と
の
認
識
を
示
す
一
方
、
す
で
に

景
況
調
査
や
経
済
団
体
と
の
情
報
交
換
な
ど
を

行
っ
て
い
る
と
し
、
全
事
業
所
調
査
に
つ
い
て

は
実
施
の
意
向
を
示
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

大
型
店
出
店
の
規
制
を

大
店
立
地
法
の
改
正
を

南
区
の
大
型
店
出
店
に
か
か
わ
っ
て
、
周
辺

商
店
へ
の
商
業
影
響
調
査
を
行
う
べ
き
と
要
求
。

事
実
上
、
大
型
店
誘
致
策
に
な
っ
て
い
る
商
業

集
積
ガ
イ
ド
プ
ラ
ン
や
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
見

直
し
を
要
求
。
商
業
調
整
を
行
わ
ず
大
型
店
の

出
店
規
制
に
な
ら
な
い
大
店
立
地
法
の
改
正
を

国
に
求
め
る
べ
き
と
、
迫
り
ま
し
た
。

理
事
者
は
、「
都
市
間
競
争
に
負
け
な
い
商
業

集
積
」「
大
規
模
店
周
辺
の
良
好
な
生
活
環
境
保

持
を
確
保
す
る
」
な
ど
と
、
対
策
を
周
辺
環
境

に
限
定
し
、商
業
調
整
を
否
定
。
商
店
街（
商
店
）

が
疲
弊
し
て
い
る
現
実
を
み
な
い
答
弁
に
終
始

し
ま
し
た
。

企
業
立
地
助
成
制
度
補
助
金
の

見
直
し
を

京
都
市
の
企
業
立
地
促
進
助
成
制
度
に
よ
る
補

助
金
を
受
け
て
き
た
い
く
つ
か
の
企
業
が
、
政
党

の
支
部
や
資
金
管
理
団
体
に
寄
付
を
し
て
お
り
、

市
民
が
納
め
た
税
金
が
直
接
間
接
に
政
党
の
活
動

資
金
と
な
っ
て
い
る
状
況
を
指
摘
し
ま
し
た
。

理
事
者
は
「
補
助
金
を
受
け
た
企
業
に
お
い
て

判
断
さ
れ
る
も
の
。
政
治
資
金
規
正
法
を
ふ
ま
え

適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
」
と
強
弁
し
ま
し
た
。

住
民
無
視
、地
方
自
治
破
壊
の

道
州
制
に
反
対

関
西
経
済
界
が
要
求
し
て
い
る
道
州
制
に
つ

い
て
も
質
問
。「
道
州
に
移
行
し
な
い
」
と
の
前

提
で
発
足
し
た
関
西
広
域
連
合
が
京
都
府
知
事

や
京
都
市
長
も
含
め
た
参
加
自
治
体
の
首
長
の

連
名
で
「
道
州
制
に
向
け
て
憲
法
改
正
を
」
と

政
府
に
要
望
を
提
出
し
た
の
は
約
束
違
反
、
且

つ
憲
法
改
正
に
も
踏
み
込
ん
だ
二
重
の
大
問
題

と
迫
り
ま
し
た
。

市
長
は
、「
地
方
分
権
改
革
の
た
め
に
、
特
別

自
治
市
制
度
と
道
州
制
が
必
要
。
道
州
制
の
検

討
に
あ
た
っ
て
、
憲
法
改
正
の
議
論
を
行
う
こ

と
自
体
を
排
除
す
べ
き
で
は
な
い
」
と
答
弁
。

こ
れ
に
対
し
、
さ
ら
に
第
二
質
問
で
「
一
般

的
な
憲
法
改
正
議
論
で
は
な
い
。
市
長
名
で
『
改

正
を
』
と
言
っ
て
い
る
か
ら
問
題
に
し
て
い
る
の

だ
」
と
反
論
。
大
企
業
奉
仕
か
、
住
民
の
く
ら

し
を
守
る
砦
と
す
る
の
か
、
自
治
体
の
あ
り
方

が
根
本
的
に
問
わ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

所
得
を
増
や
し
、

購
買
力
を
高
め
る
真
の
景
気
対
策
を

市
民
生
活
や
中
小
企
業
に
つ
い
て
、
所
得
の

落
ち
込
み
、
倒
産
や
廃
業
、
京
都
市
の
非
正
規

率
が
44
％
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
一
層

深
刻
と
な
っ
て
い
る
実
態
を
指
摘
。
大
企
業
の

内
部
留
保
の
一
部
を
活
用
す
れ
ば
、
労
働
者
の

正
規
雇
用
の
拡
大
や
賃
上
げ
は
可
能
、
そ
れ
こ

そ
景
気
回
復
の
道
だ
と
迫
り
ま
し
た
。

理
事
者
は
、「
成
長
分
野
の
企
業
育
成
と
と
も

に
、
府
や
経
済
界
と
連
携
し
、
中
小
企
業
の
下

支
え
、
雇
用
の
創
出
に
努
め
て
い
く
」
と
答
弁

し
ま
し
た
。

く
ら
し
破
壊
、財
政
危
機
ま
ね
く

消
費
税
増
税
は
、中
止
を
要
求
す
べ
き

政
府
が
今
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
増
税
を
表

明
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
消
費
税
増
税
は
く
ら

し
と
営
業
を
直
撃
し
、
一
層
の
景
気
悪
化
を
招

き
、
財
政
危
機
を
か
え
っ
て
深
刻
に
す
る
と
指

摘
。
今
回
の
増
税
分
も
大
企
業
減
税
の
穴
埋
め

に
回
さ
れ
る
こ
と
を
厳
し
く
批
判
し
、
政
府
に

増
税
中
止
の
声
を
あ
げ
る
よ
う
迫
り
ま
し
た
。

理
事
者
は
、「
消
費
税
は
あ
ら
ゆ
る
世
代
が

広
く
公
平
に
負
担
を
分
か
ち
合
う
税
」
な
ど
と
、

市
民
の
く
ら
し
や
中
小
企
業
へ
の
影
響
に
つ
い

て
は
ほ
と
ん
ど
眼
中
に
な
い
か
の
よ
う
な
答
弁

で
し
た
。	

不
況
に
苦
し
む
中
小
企
業
を
支
え
る

振
興
策
を

不
況
に
苦
し
む
中
小
企
業
を
支
え
る
た
め
に
、

他
都
市
の
実
例
も
紹
介
し
な
が
ら
、
京
都
市
の

中
小
企
業
振
興
策
に
も
活
か
す
べ
き
と
主
張
。

I n o u e  K e n j i

いつで
も
どこで

も
どこへ

でも

2013年９月市会で
代表質問に立ちました

本会議にて

1988年
2010年

▶消費税導入以降の税収構成の変化

法人税 所得税 相続税 消費税 その他 合計
注：「その他」は贈与税、地価税、たばこ税、揮発油税など。

0

10

20

30

40

50

60
（兆円）

18.4 18
12.7

1.8 1.3 0

9.6
12.6
7.8

50.8

37.4

6

国の税収全体は
減っている
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まちづくり

住みよい南区のまちづくりへ
東奔西走

A A
A

●

B
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
空
地
活
用
を
提
案
、

　当
面
、駐
車
場
に
。

A
市
営
住
宅
実
現

C
公
園
整
備

E
歩
行
者
も

　南
大
橋
を
渡
り
や
す
く

D
歩
道
の
拡
幅
・
改
善

F
上
鳥
羽
橋
改
修

J
堤
防
の
改
装
実
現

I
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
改
装

G
バ
ス
停
ベ
ン
チ

H
バ
ス
停
改
善

B

G

G

G

G

H

J

I

C

G

C

E

DF

む
こ
う
ま
ち

鴨川

久世橋通

近鉄きょうと
京 都 駅

九条

祥鳥橋通

十条通

東寺 九条通

札ノ辻通

十条

上鳥羽口

桂
　 川

１
７
１
号
線

葛
野
大
路
通

国
道
１
号
線

大
宮
通

西
小
路
通

西
大
路
通

油
小
路
通

地
下
鉄
烏
丸
線

御
前
通

新
千
本
通

久世橋

祥久
橋

名神
高速

桂川橋

吉
祥
院
運
動
公
園

西大
路

十条

桂
川

京都駅八条口駅前広場整備
「近隣住民・事業関係者の合意と納
得を前提にすべき」と求めています。

❶

高速道路未着工３路線
市長は久世橋線などの「廃止」を明
言しました。約束を守れと追及して
います。

❸

JR西大路駅
バリアフリー化が決定し、請願も採
択されました。早期実現めざしてが
んばります。

❷

近鉄十条駅前
信号・横断歩道の設置が実現しました。

❹

UR住宅・市立保育所
耐震化が実現。再三議会で取り上げ、
UR本部にも申し入れました。

❺

九条大宮バス停にベンチ
バス停にベンチの設置が実現。住民
の皆さんの運動が実ったものです。
他にも、何カ所かベンチが実現。

11

街路灯の設置実現

12

御前通りの東海道線ガード
ガードを拡幅し、車イスや自転車が
安全に通行できるように改善すべき
です。

10

キリンビール
工場跡地
イオンの大型商業施
設・マンション建設は、
住民合意ですすめるべ
きです。

❾

第二久世橋（祥久橋）
第二久世橋が国道171号線に直結。
長年にわたる要望・運動が実を結び
ました。

❽

八条団地
市はようやく耐震改修とエレベー
ター設置を方針化。しかし、戸数が
減るのは問題です。

❼

市立洛陽工業高校
「洛陽・伏見両工業高校の統合」の
移転先は伏見に？　跡地はどうな
る？　両校とも存続が必要です。

❻

❶

❷

❹

❺
❻

❼

❾

❾

10
12

11

❽

❸
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　14人の日本共産党京都市会議員団は、市民の
みなさんと力をあわせ、市民いじめの悪い政治
とキッパリ対決して、市議会でねばり強い論戦
をおこなうとともに、つねに建設的な対案を示
し、みなさんの切実な要求や願いを次々に実現
させてきました。

14人 日本共産党京都市会議員団の

市民とともに 市政を動かす

安
倍
内
閣
の
暴
走
に

ス
ト
ッ
プ
を

国
民
の
「
知
る
権
利
」
を
奪
う
秘
密
保
護
法

の
強
行
成
立
、
消
費
税
増
税
、
社
会
保
障
解
体
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
強
行
、
原
発
推
進
な
ど
、
安
倍
自
公
政
権

は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
暴
走
を
続
け
て
い
ま
す
。

共
産
党
議
員
団
は
、
安
倍
政
権
の
暴
走
に
ス

ト
ッ
プ
を
か
け
る
国
民
的
運
動
の
先
頭
に
立
つ
と

と
も
に
、
門
川
市
長
に
対
し
「
市
民
の
く
ら
し
を

守
る
立
場
か
ら
国
に
対
し
物
を
言
う
べ
き
」
と

迫
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
市
長
は
国
い
い
な

り
で
、
消
費
税
増
税
や
社
会
保
障
解
体
も
推
進

の
立
場
で
す
。
市
長
与
党
も
昨
年
11
月
市
会
に

56
団
体
か
ら
出
さ
れ
た
「
増
税
中
止
」
の
請
願
を

不
採
択
に
し
ま
し
た
。

ム
ダ
な
大
型
公
共
事
業
を

ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る

　
　焼却
灰
溶
融
施
設
─
契
約
解
除

共
産
党
議
員
団
は
、
試
運
転
開
始
後
も
ト
ラ

ブ
ル
が
続
い
た
焼
却
灰
溶
融
施
設
に
つ
い
て
、「
技

術
的
に
未
完
成
の
施
設
で
あ
り
、
ム
ダ
づ
か
い
の

典
型
だ
」
と
批
判
。
市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に

「
稼
働
中
止
」
を
求
め
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
8

月
に
住
友
重
工
と
の
「
工
事
契
約
解
除
」
に
追
い

込
み
ま
し
た
。

高
速
道
路
未
着
工
３
路
線

共
産
党
議
員
団
は
、
ム
ダ
と
環
境
破
壊
の
市

内
高
速
道
路
建
設
に
当
初
か
ら
反
対
し
て
き
ま

し
た
。
残
る
未
着
工
３
路
線
（
堀
川
線
・
西
大
路

線
・
久
世
橋
線
）
の
総
事
業
費
は
2
9
0
0
億

円
で
、「
計
画
の
中

止
」
を
繰
り
返
し
求

め
て
き
ま
し
た
が
、

2
0
1
2
年
3
月
の

市
議
会
で
、
市
長

は
事
実
上
、「
廃
止
」

を
表
明
し
ま
し
た
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
切
り
捨
て
、

職
員
削
減
の「
京み

や
こ

プ
ラ
ン
」は
撤
回
を

４
年
間
で
2
5
0
億
円
の
福
祉
・
教
育
予
算

を
含
む
経
常
経
費
を
削
る
「
京
（
み
や
こ
）
プ
ラ

ン
」
実
施
計
画
は
、
国
の
構
造
改
革
路
線
を
そ
の

ま
ま
京
都
に
持
ち
込
む
も
の
で
、
く
ら
し
を
守
る

た
め
に
は
、「
京
（
み
や
こ
）
プ
ラ
ン
」
の
撤
回

が
必
要
で
す
。

市
バ
ス
・
地
下
鉄
運
賃
、

水
道
料
金
の
値
上
げ
中
止
を

消
費
税
増
税
に
あ
わ
せ
た
市
バ
ス
・
地
下
鉄
運

賃
の
値
上
げ
、
上
下
水
道
料
金
の
値
上
げ
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
反
対
し

て
議
会
で
論
戦
を
お
こ
な
っ
た

の
は
日
本
共
産
党
だ
け
で
し
た
。

他
会
派
・
無
所
属
の
議
員
は
、

昨
年
10
月
か
ら
の
水
道
料
金
値

上
げ
も
含
め
、
す
べ
て
の
値
上

げ
提
案
に
賛
成
し
ま
し
た
。

「
市
民
の
宝
物
」

敬
老
乗
車
証
を
守
れ

敬
老
乗
車
証
に
つ
い
て
、
京
都
市
は
、
乗
る
た

び
に
一
定
の
お
金
を
払
う
「
応
益
負
担
」
の
制
度

に
変
え
よ
う
と
し
て
お
り
、「
敬
老
乗
車
証
を
守
れ
」

の
市
民
の
た
た
か
い
は
大
き
く
広
が
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
９
月
に
開
催
さ
れ

た
「
敬
老
乗
車
証
を
守
ろ

う
！
　
市
民
集
会
」
に
は

1
7
0
人
が
参
加
。
今
年
２

月
ま
で
に
、
市
長
に
対
し
て

８
３
８
８
筆
の
要
望
署
名
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

台
風
18
号
被
害
へ
の

緊
急
対
策
と
復
旧
支
援
に
全
力

市
内
に
も
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
昨
年
の

台
風
18
号
。
共
産
党
議
員
団
と
し
て
、
2
0
0
カ

所
を
こ
す
被
害
現
場
を
調

査
し
、
緊
急
の
対
策
と
復

旧
支
援
な
ど
に
つ
い
て
、

京
都
市
に
3
次
の
申
し
入

れ
を
行
い
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
す
べ
て
の
被

災
者
の
復
旧
支
援
と
一
日

も
早
い
補
償
の
実
現
、
台
風
18
号
被
害
の
教
訓
を

生
か
し
た
抜
本
的
な
浸
水
被
害
対
策
な
ど
、
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

秘密保護法は廃止すべき

4月からの消費税増税中止を

未着工3路線

台風18号の被害対策について
京都市に申し入れ

新十条通

久世橋線
名神高速道路

油
小
路
線

西
大
路
線

堀
川
線

み
な
さ
ん
と
力
を
あ
わ
せ
、

切
実
な
要
求
を
次
々
に
実
現

市
営
住
宅
の
風
呂
が
ま
は

京
都
市
の
責
任
で
取
り
替
え
に

請
願
の
紹
介
議
員
に
な
っ
た
の
は
共
産
党
だ

け
。
毎
年
、
市
に
要
望
し
て
き
ま
し
た
。

市
バ
ス
均
一
運
賃
区
間
が

嵯
峨
・
嵐
山
地
域
に
拡
大

10
年
来
の
地
域
住
民
の
ね
ば
り
強
い
運
動
と

市
議
会
で
の
論
戦
が
実
っ
た
も
の
で
す
。

西
賀
茂
北
部
の
柊
野
に

市
バ
ス
路
線
が
走
る
こ
と
に

西
賀
茂
車
庫
ま
で
の
市
バ
ス
路
線
延
長
を
求

め
て
き
た
住
民
の
悲
願
が
実
現
し
た
も
の
で
す
。

Ｊ
Ｒ
太
秦
駅
、阪
急
西
院
駅
等
で

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
前
進

2
0
1
4
年
度
は
Ｊ
Ｒ
桃
山
駅
、
阪
急
嵐
山
・

松
尾
大
社・上
桂
駅
で
基
本
構
想
が
策
定
さ
れ
ま
す
。
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